
 －  シニアの力による社内の技術レベルの維持と技術の伝承  ― 

下ノ江造船株式会社  

所 在 地 臼杵市大字下ノ江１２００番地  

業 種 製造業 

事業内容 ケミカル船、多目的建造船などの 

造船業 

設 立 年 昭和５４年 

従業員数 ６０名 

高年齢者雇用制度 

６０歳定年後、１年更新で雇用継続 

 

シニア雇用の背景・取組 

当社では、近年人員の確保が難しくなっている中、将来的な従業員の年齢構成のバランスを保つ

ため、若手の採用・定着に力を入れる一方で、会社全体の技術レベルが低下することのないよう、

経験豊富なシニアの活用にも力を入れています。 

シニアには技術や経験を考慮して各部署で働いてもらっていますが、中には 65 歳を過ぎても管理

職として従業員の管理監督や後進の指導育成を行っているシニアもいます。 

また、日々の業務を通じて後進の指導・育成、業務の引継ぎなどを行ってもらっています。 
 

シニア人材を雇用するうえでの配慮 

基本的にシニアも他の従業員と同様の業務内容ですが、体力的負担を考慮して、夜間勤務となる

終業後の当番制による安全確認作業などについては免除しています。 

シニアについては、加齢に伴う体力の低下が懸念されるため、労災事故の発生がないよう協力会

社も含めて安全教育の徹底に努めています。 
 

活躍シニアのご紹介  四ツ谷 孝一さん（66 歳） 

設備管理課長として工場内の重機の保守点検、

仮設の送電・照明設備の設置などの業務に関する

管理監督、後進の指導を行っています。 

健康でないと仕事を続けることはできません。

また、働く気力を維持するため、リフレッシュす

ることも大切です。私は登山が趣味なので健康維

持のため月に１～２度は久住山に登ります。過去

にヒマラヤにも行った経験があり、いずれまた海

外の山にチャレンジしたいと考えています。 

いつでも夢や目標を持ち、それに向かって毎日

を過ごしていくことが大事です。 

 

 

四ツ谷さん 


